
 

- 7 - 

 

        平成２平成２平成２平成２３３３３年度年度年度年度    委員会活動報告会委員会活動報告会委員会活動報告会委員会活動報告会                 開催日 平成２３年１２月８日（木） 場  所 ホテル法華クラブ仙台 レインボーホール 参加者  会員 約９０名                  次 第 1）早稲田支部長 挨拶 （要旨）    ・震災支援活動に対する会員への御礼 ・一部行事を除き、当初計画した年間活動につい  ては、概ね遂行することが出来た ・東日本大震災で経験したことを今後に生かすと  ともに、全国組織の支部として災害対応状況、         対応策を記録にまとめ発信することが責務である。 ・来年４月からの一般社団法人への移行に向け準備しており、支部運営の在り方も 見直すことになるが、引続き協会へのご理解と協力をお願いしたい。  ２）委員会活動報告    ①企画運営委員会（川内 正 幹事長）    ・緊急資機材支援活動への御礼と経過報告       ・復旧・復興工事について  ②広報委員会（ 大塚 良孝 委員長 ）    ・支部広報誌「道建協とうほく」の定期発行化 ・道の駅へのＡＥＤ寄贈(１１月)、ロードレポーター活動 ・仙台市小中学校への「行事用テント」の寄贈  ③技術委員会（ 石井 孝道 副委員長）     ・ＮＥＸＣＯ本復旧工事への対応について       ・アスファルト合材事前審査制度について、  ④公共工事委員会（松谷 健一 委員長）    ・東北地方整備局担当部との研究会(2 月) ・コンクリート舗装の性能規定についての意見交換ほか  ⑤安全環境委員会（宮村 博三 委員長）    ・安全環境講習会（10/13）、安全パトロール（10～11 月） ・官民合同安全パトロール（11 月）  ⑥防災委員会 （近藤 雅孝 委員長）  ・東日本大震災への対応について       ・防災協定の見直しの検討経過について      講演会に先立ち、本部来賓として臨席された、横田耕治副会長 兼専務理事より、今回の震災への対応、本部活動の概要について ご挨拶いただきました。  

（写真提供：建設新聞社） 
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 3）講 演 会      講師は防災委員会から強い推薦があり、東日本大震災に際し最前線で対応に当ら れた当事者ということで、熊谷所長には遠路、ご多忙のなか大変ご無理をお願いし、 ご承諾戴きました。講演会場内には、講話とセットで、東北地方整備局よりご提供の 東日本震災対応のパネル約３０枚が展示され、多くの出席者が目をこらし、当時を振 り返っていました。  演  題：「「東日本大震災」の対応について ～初期対応と復旧・復興に向けて～ 」 講 師：国土交通省 東北地方整備局  郡山国道事務所長  熊 谷 順 子 様                                現場にいた当人にしか話せない、生々しく印象深いお話で 非常に内容の濃い時間でした。 （委員の感想）     大変有意義な講演でした。実感のこもったお話で、 聴いていて、何度か涙が止まりませんでした。  熊谷所長のお話から道建協会員は、自分たちも あの「命の道」に携われたこと、社会（地域）に 貢献できているのだということを改めて感じまし た。  懇親会でも、早稲田支部長からそのことを再確 認するかのように、 道路の必要性と自分たちの役 割についてのお話があり、 全員が最善を尽くして 社会のために頑張って行こうという 意識の向上が 図られたと思います。 是非、多くの場で語り継いでほしいと思っています。    引続き１８時から同会場にて、年末懇親会が開催さ れました。 一同会しての懇親会は一年振りで、かな り話が弾んでいたようでした。    
 

 

 

 

 

 


